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海水準変動に関する最近の論文集

斎藤文紀(海洋地質部)
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最近の3,4年間に海水準変動に関するシンポジウム

が数多く開催されるようにたりそれらをまとめた論文

集だとが世界各地で出版されている.また今後の1,

2年の問にも海水準変動に関する論文集がいくつか出版

予定されている.海水準変動を扱うことが世界的な流

行と言っても過言ではたいだろう.このように論文集

が多数出版される理由は国際地質対比計画(IGCP)の

Project200｢第四紀後期の海面変化とその応用:Sea-

LeveICorre1ationsandApp1ications｣の終了に伴って

まとめの論文(集)が各地でだされていること過去約

100年以内の海水準の上昇が地球の温暖化と関係がある

とされ注目されていること及び地質時代の海水準変

動と地層(堆積体)との関係が最近注目されていること

(Science,241,59,596-602.1988)たどによる.

以下は今後の出版予定も含めた1986年以降のこれら

の論文集のリストである.轟印はIGCP-200に関連

した論文集である.IGCP-200に関してはPirazzo1i

による簡単たまとめの報告カミEpisodes(Vo1.11,111-

116)に掲載されている.
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